
各務原市の PFOS/PFOA に関する専門家会議（第４回） 

次 第 

 

                              日 時：令和８年７月３０日（木） 
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各務原市におけるPFOS/PFOAの環境調査等に係る経緯 
 

１ PFOS/PFOAに関する規制 

化審法(化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律) 

PFOS及びPFOAは、それぞれ平成22年と令和３年に第一種特定化学物質に

規定され、製造・輸入が原則禁止され、使用も制限される。現在、市中に

存在するPFOS及びPFOAを含む泡消火薬剤の使用については禁止されていな

いものの、みだりに環境中に放出されることがないよう、取扱上の技術基

準と表示義務が設けられている。 

 

 第一種特定化学物質 

17 ペルフルオロ(オクタン―１―スルホン酸)(別名ＰＦＯＳ) 

又はその塩 (H22指定) 

34 ペルフルオロオクタン酸(別名ＰＦＯＡ) 

若しくはペルフルオロアルカン酸 

又はこれらの塩 (R3指定) 

 

２ PFOS/PFOAに関する基準値等 

水道法規 

2020年に水道水質基準に準ずる水質管理目標設定項目に位置付けられ、

暫定目標値として50ng/L(PFOS・PFOAの合計値)が設定された。 

2026年４月からは、水道水質基準に引き上げられ、浄水等における水質

基準遵守と水質測定が義務化されている。 

 

水道水質基準：水道法第４条及び水質基準に関する省令により規定 

水質管理目標設定項目：平成15年10月10日付け健発第1010004号(局長通知)によ

り規定 

 

環境法規 

2020年に環境基準に準ずる水環境中の要監視項目に位置付けられ、指針

値(暫定)として50ng/L(PFOS・PFOAの合計値)が設定された。 

2025年６月30日に、指針値(暫定)から指針値に変更された。 

 

環境基準：環境基本法第16条、昭和46年環境庁告示59号 

及び平成９年環境庁告示第10号により規定 

要監視項目：平成５年３月８日付け環水管21号(局長通知)により規定 

 

資料１ 
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３ 調査の実施状況 

各務原市三井水源地の取水井から暫定目標値を超えるPFOS及びPFOAが検出され

ていたことを受けて、国が定めた「PFOS及びPFOAに関する対応の手引き」に基づ

き、県と市が連携して、周辺井戸の水質調査を開始。 

（１）令和５年８月から令和６年５月の調査 

ア）三井水源地取水井での暫定目標値超過に係る地下水調査 

三井水源地取水井13本のうち、10本で暫定目標値を超過。（R5.7.28公表） 

調査時期 調査内容 

１次調査 

(R5 8/8～ 

9/7) 

三井水源地の暫定目標値超過地点10地点の周辺500mを調査 

【結果】４４本（飲用31本、非飲用13本）中 

１３本（飲用11本、非飲用2本）で暫定目標値超過 

２次調査 

(R5 9/11～

10/12) 

１次調査の暫定目標値超過地点13地点の周辺500mの調査 

【結果】２０本（飲用11本、非飲用9本）中 

４本（飲用1本、非飲用3本）で暫定目標値超過 

３次調査 

(R5 10/16～

12/7) 

２次調査の暫定目標値超過地点４地点の周辺500mの調査 

【結果】１２本（飲用10本、非飲用2本）中 

１本（飲用0本、非飲用1本）で暫定目標値超過 

４次調査 

（R5 12/8～

12/27） 

３次調査の暫定目標値超過地点１地点の周辺500mの調査 

 →井戸の利用報告なし 

追加調査 

（R6 3/6～ 

4/3） 

第１回専門家会議の意見を受け、高濃度が検出された地点の

半径500ｍ以内で井戸が確認できなかった地点の東側500ｍの

地点を中心とした半径500ｍ範囲での追加の調査 

【結果】４本（飲用1本、非飲用3本）中 

    ２本（飲用1本、非飲用1本）で暫定目標値超過 

追加調査の追加 

（R6 4/4～

5/10） 

追加調査の暫定目標値超過地点２地点の周辺500ｍの調査 

【結果】非飲用井戸1本で暫定目標値超過は確認されなかった 

 

イ）市内全域調査における暫定目標値超過に係る地下水調査 

各務原市が市内全域の95本の観測井戸において水質調査を行った結果、５本

の井戸で暫定目標値の超過を確認。（R5.9.28公表） 

調査時期 調査内容 

令和５年度 

市内全域調査 

(R5 8/8～ 9/28) 

市内全域95本の観測井戸を調査 

【結果】９５本（飲用42本、非飲用53本）中 

     ５本（飲用1本、非飲用4本）で暫定目標値超過 

追加調査(１次) 

(R5 10/2～

11/15) 

市内全域調査の暫定目標値超過地点５地点の周辺500mを調査 

【結果】２３本（飲用13本、非飲用10本）中 

５本（飲用2本、非飲用3本）で暫定目標値超過 

追加調査(２次) 

(R5 11/17～

12/27) 

追加調査（１次）の暫定目標値超過地点５地点の周辺500mの

調査 

【結果】２本（飲用1本、非飲用1本）の調査で暫定目標値超

過は確認されなかった 
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ウ）地下水調査を実施した範囲を通過する河川等の水質調査 

井戸の水質調査を実施した範囲を通過する河川等の下流側の地点(下流側が

河川等と合流する場合、合流する直前の地点)13地点で水質調査を実施。 

調査時期 調査内容 

R5 10/25、

10/26、11/6 

３河川、１用水路、９水路 計１３地点を調査 

河川：①北派川（新境川の下流）、②三井川、③中屋川 

用水路：④羽島用水 

水路：⑤百曲雨水幹線、⑥百曲り水路、⑦馬場山水路、⑧楠

第１雨水幹線、⑨楠第２雨水幹線、⑩上戸雨水幹線 

⑪前渡雨水幹線、⑫朝日雨水幹線、⑬炉畑遺跡の南側

水路 

【結果】⑬炉畑遺跡の南側水路において暫定目標値超過 

R5 12/15 暫定目標値を超過した水路周辺の水路３地点において調査 

水路：⑪前渡雨水幹線上流１地点 

⑫朝日雨水幹線上流２地点 

【結果】暫定目標値の超過は確認されなかった 

 

（２）令和６年度の調査 

ア）継続モニタリング調査 

第２回専門家会議での議論を受けて選定した継続モニタリング井戸43本及

び河川等の定点16地点において水質調査を実施。 

 

＜地下水＞ 

調査時期 調査内容 

令和６年度 

地下水継続モニ

タリング調査 

(豊水期) 

(R6 8/30～

10/30) 

継続モニタリング井戸を調査 

【結果】４３本（飲用25本、非飲用18本）中 

    １８本（飲用12本、非飲用6本）で暫定目標値超過 

    新規の暫定目標値超過は確認されなかった 

令和６年度 

地下水継続モニ

タリング調査 

(渇水期) 

 (R7 2/3～

3/28) 

継続モニタリング井戸を調査 

【結果】４３本（飲用25本、非飲用18本）中 

    １７本（飲用11本、非飲用6本）で暫定目標値超過 

    新規の暫定目標値超過は確認されなかった 
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＜河川等＞ 

調査時期 調査内容 

令和６年度 

河川水継続モニ

タリング調査 

（豊水期） 

（R6 9/10～

10/30） 

３河川、１用水路、１２水路 計１６地点調査 

【結果】暫定目標値の超過は確認されなかった 

令和６年度 

河川水継続モニ

タリング調査 

（渇水期） 

（R7 2/3～

3/28） 

３河川、１用水路、１２水路 計１６地点を調査 

【結果】１水路（朝日雨水幹線）において暫定目標値超過 

追加調査 暫定目標値の超過は確認された朝日雨水幹線の採水地点周辺

500m 以内の地下水を調査 

【結果】５本（飲用 1 本、非飲用 4 本中）の調査で暫定目標

値超過は確認されなかった 

 

イ）市内全域調査 

各務原市が市内全域の95本の観測井戸において水質調査を行った結果、新た

に２本の井戸で暫定目標値の超過を確認。（R6.12.16公表） 

調査時期 調査内容 

令和６年度 

 市内全域調査 

(R6 8/30～

12/16) 

市内全域95本の観測井戸を調査 

【結果】９５本（飲用42本、非飲用53本）中 

     ６本（飲用3本、非飲用3本）で暫定目標値超過 

     うち、新規超過２本 

 追加調査(１次) 

(R6 12/26～ 

R7 1/23) 

市内全域調査の暫定目標値の新規超過地点２地点の周辺井戸

の調査 

【結果】４本（飲用1本、非飲用3本）の調査で暫定目標値超

過は確認されなかった 
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４ PFOS及びPFOAの曝露対策について 

＜上水道＞ 

○ 暫定目標値を超過した三井水源地では、曝気槽４池(１号池～４号池)の遊離

炭酸除去補助剤の一部を活性炭に置換し、PFOS及びPFOAの除去機能を追加。 

○ 令和５年８月22日に１号池から活性炭設置作業を順次開始し、同年10月17日

に４号池まですべて活性炭を設置した状態で運用を開始。 

○ 以降、浄水においてPFOS及びPFOA濃度は暫定目標値を下回っている。 

 

＜飲用井戸＞ 

水質調査の結果、PFOS及びPFOAの値が暫定目標値を超過した飲用井戸水利用者

には飲用利用の自粛を求めている。 

上記の飲用井戸水利用者が飲用水を上水道に切り替える場合は、給水負担金を

免除。 
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令和７年度井戸水等の継続モニタリングの結果について 

 

１ 継続モニタリング 

（１）調査時期 令和７年８月 20 日～10 月 15 日（豊水期） 

        令和８年１月 23 日～２月 27日（渇水期） 

 

（２）井戸水の結果概要 

  ○ 渇水期の調査において、新たに１地点で暫定目標値超過が認められた。 

 

井戸水の 

利用状況 
調査主体 

調査井戸

（地点） 

Ｒ６年度豊水期 

暫定目標値 

超過井戸数 

Ｒ６年度渇水期 

暫定目標値 

超過井戸数 

Ｒ７年度豊水期 

暫定目標値 

超過井戸数 

Ｒ７年度渇水期 

暫定目標値 

超過井戸数 

飲用 各務原市 ２６ １２ １１ １１ １２ 

非飲用 県 １９  ６  ６  ５  ５ 

合 計 ４５ １８ １７ １６ １７ 

   ※井戸水の利用状況は、初回検査時の利用状況調査の結果を示す（以下同じ） 

 

  ○ 令和７年度の調査で新たに暫定目標値を超過した井戸   （単位：ng/L） 

番

号 
町名 利用状況 

Ｒ７年度豊水期 

調査結果 

Ｒ７年度渇水期 

調査結果 

13 前渡西町 飲用 ４８ ５１ 

   ※調査結果は PFOS 及び PFOA の合算値を示す（以下同じ） 

 

  ○ 暫定目標値超過地点の周辺 500ｍの範囲で地下水調査を実施した結果、４本の井戸

（飲用３本、非飲用１本）において、いずれも暫定目標値の超過は確認されなかった。 

 

（３）河川等の結果概要 

  ○ 豊水期の調査において、新たに２地点で暫定目標値超過が認められた。 

 

河川・水路 

（地点） 

Ｒ６年度豊水期 

暫定目標値 

超過河川等数 

Ｒ６年度渇水期 

暫定目標値 

超過河川等数 

Ｒ７年度豊水期 

暫定目標値 

超過河川等数 

Ｒ７年度渇水期 

暫定目標値 

超過河川等数 

１６ ０ １ ２ ０ 

 

  ○ 採水地点の周辺 500ｍの範囲にある周辺井戸及び当該水路において、追加の水質

調査を実施した結果、１８件の井戸（飲用９件、非飲用９件）、採水地点及び採水

可能な上流部２地点において、いずれも暫定目標値の超過は確認されなかった。 

資料２－１ 
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２ 各務原市による市内全域を対象とした井戸調査 

（１）調査時期  令和８年１月 23 日～３月６日 

 
（２）調査結果概要 

  ○ 調査において、２地点（いずれも継続モニタリング調査と重複する地点）から国の

定めた暫定目標値を超える PFOS 及び PFOA が検出されたが、新たに暫定目標値を超

過した井戸はなかった。 

井戸水の 

利用状況 

調査井戸 

（地点） 

Ｒ６年度 

暫定目標値 

超過井戸数 

Ｒ７年度 

暫定目標値 

超過井戸数 

飲用 ４０ ３ １ 

非飲用 ５０ ３ １ 

合計 ９０ ６ ２ 

   ※令和６年度は９５地点の井戸を調査したが、７年度は９０地点の井戸で採水。 

    調査地点が５地点減少している。 

    （当該５地点の昨年度調査結果：いずれも暫定目標値以下） 

 

  ○ 令和７年度の調査で引き続き暫定目標値を超過した井戸  （単位：ng/L） 

 町名 利用状況 
Ｒ６年度 

調査結果 

Ｒ７年度 

調査結果 

1 大佐野町 飲用  ６１  ５９ 

2 鵜沼三ツ池町 非飲用 １５０ １２０ 

 

      （以上２つの井戸は、１（２）と重複。）  
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令和７年度井戸水等の継続モニタリング結果（詳細） 

 

１ 継続モニタリング調査で暫定目標値を超過した井戸（１９地点）    単位：ng/L 

利用

状況 

番

号 
町名 

令和６年度 

豊水期 

調査結果 

令和６年度 

渇水期 

調査結果 

令和７年度 

豊水期 

調査結果 

令和７年度 

渇水期 

調査結果 

飲 

用 

井 

戸 

 

1 三井町 ２８０ ２７０ ２７０ ３００ 

２ 三井町  ６０  ４０  ５６  ４９ 

3 三井町 ２３０ ２５０ １７０ ２６０ 

4 三井北町  ８９  ７７  ８９  ９１ 

5 三井東町 ４６０ ４００ ４００ ４６０ 

6 三井東町 ３７０ ３９０ ３５０ ４５０ 

7 三井東町 ３４０ ２９０ ２８０ ３２０ 

8 那加織田町  ６１  ５４  ４８  ６１ 

9 

那加桐野外 

二ケ所 

大字入会地 

１４０ １３０ １２０ １１０ 

10 大佐野町  ９１ １１０ １００ １２０ 

11 大佐野町  ６１  ７０  ５７  ５９ 

12 上戸町 １３０  ８５ １７０  ９７ 

13 前渡西町 - -  ４８  ５１ 

非 
飲 
用 

井 

戸 

14 鵜沼三ツ池町 １５０ １１０  ７１ １２０ 

15 鵜沼三ツ池町  ５７  ５８  ２２  ３３ 

16 那加桜町 １５０ １２０ １８０ １６０ 

17 那加南栄町  ９６  ８４ １３０ １１０ 

18 

那加桐野外 

二ケ所 

大字入会地 

３７０ ３００ ４６０ ２９０ 

19 蘇原六軒町 １００  ９０  ９７  ８１ 
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２ 継続モニタリング調査での河川等の結果                単位：ng/L 

 河川等名称 種類 

令和６年度 

豊水期 

調査結果 

令和６年度 

渇水期 

調査結果 

令和７年度 

豊水期 

調査結果 

令和７年度 

渇水期 

調査結果 

1 北派
き た は

川
せん

 河川 
定量下限値 

未満※１ 
 ６ 

定量下限値 

未満 
 ５ 

2 三井川 河川 
定量下限値 

未満 

定量下限値 

未満 
 ５ 

定量下限値 

未満 

3 中屋川 河川  ８ 
定量下限値 

未満 
 ９ 

定量下限値 

未満 

4 羽島用水 用水路 
定量下限値 

未満 

定量下限値 

未満 

定量下限値 

未満 

定量下限値 

未満 

5 
百 曲
ひゃくまがり

雨水幹線 

※２ 
水路 １９ １４ 

７１（１８）

※３ 
１１ 

6 百曲り水路 水路 １８ １９ ３０ ２３ 

7 馬場山
ば ば や ま

水路 水路 ４２ １８ ４２ ２１ 

8 楠
くすのき

第１雨水幹線 水路 ２２ ２３ 
１００ 

（定量下限値未満） 
１９ 

9 楠第２雨水幹線 水路 
定量下限値 

未満 
４０ 

定量下限値 

未満 
４０ 

10 上戸
じょうご

雨水幹線 水路 
定量下限値 

未満 
１５ １３ ２４ 

11 前渡
ま え ど

雨水幹線 水路 ３６ ２３ ３４ １４ 

12 朝日雨水幹線 水路  ５ ８３ ３４ ２５ 

13 
炉
ろ

畑
ばた

遺跡の 

南側水路 
水路 １４ ３７ ３８ １７ 

14 前渡
ま え ど

雨水幹線 水路 ２０ ５ ２５ ４３ 

15 朝日雨水幹線 水路 ２６ ２３ ３１ １９ 

16 朝日雨水幹線 水路 ２２ 
定量下限値 

未満 
１６ ２２ 

17 百曲雨水幹線 水路 － － －（２８） ２１ 

18 百曲雨水幹線 水路 － － －（ ８） 
定量下限値 

未満 

 ※１定量下限値 ５ng/L 

 ※２太字 これまでの調査で暫定目標値を超過した地点 

 ※３（ ）内の数値は、令和７年度豊水期調査で暫定目標値超過を受けた追加調査の結果 

 

 



令和７年度豊水期における各務原市PFOS/PFOAにかかる地下水調査結果

〇 この図は、岐阜県及び各務原市で行った①～③の地下水調査結果を基に作成したものです。

① 継続モニタリング調査（令和７年８月～１０月）

② ①の調査の結果、国が定めた暫定目標値（PFOS/PFOA：50 ng/L）を超過していることが新たに確認された水路２地点

について、周辺井戸における調査（令和７年１０月～１２月）

③ 各務原市三井水源地の取水井戸における調査（令和７年４月～９月）

〇 メッシュ内にある井戸の水質調査結果の最高値により色分けしています。

※ メッシュデータは国土交通省の３次メッシュ１／１０線分区画（１００ｍメッシュ）を使用しています。

電子地形図25,000（国土地理院）を加工して作成

資料２－２



令和７年度渇水期における各務原市PFOS/PFOAにかかる地下水調査結果

〇 この図は、岐阜県及び各務原市で行った①～④の地下水調査結果を基に作成したものです。

① 継続モニタリング調査（令和８年１月～２月）

② ①の調査の結果、国が定めた暫定目標値（PFOS/PFOA：50 ng/L）を超過していることが新たに確認された井戸１地点

について、周辺井戸における調査（令和８年２月～３月）

③ 各務原市が行った観測井戸９０か所における調査（令和８年１月～３月）

④ 各務原市三井水源地の取水井戸における調査（令和７年１０月～令和８年３月）

〇 メッシュ内にある井戸の水質調査結果の最高値により色分けしています。

※ 岐阜基地内の２本の井戸の調査結果は、暫定目標値を適合した値でしたが、基地が位置を公表していないため、図に示

しておりません。

電子地形図25,000（国土地理院）を加工して作成

資料２－３



資料２－４令和７年度豊水期における各務原市PFOS/PFOAにかかる継続モニタリングの河川等調査結果

〇 この図は、岐阜県及び各務原市で行った河川等調査結果を基に作成したものです。

① 地下水調査を実施した範囲を通過する河川３地点、水路１２地点及び用水路１地点で実施（令和７年８月～１０月）

② ①の調査の結果、国が定めた暫定目標値（PFOS/PFOA：50 ng/L）を超過していることが新たに確認された水路２地点

及び採水が可能な上流部の水路２地点の追加調査を実施（令和７年１０月～１２月）

河川等調査箇所の
PFOS／PFOAの濃度（ng/L）

400超 河川
300超～400以下 水路
200超～300以下 用水路
100超～200以下
 50超～100以下
　　 　 50以下

凡例

電子地形図25,000（国土地理院）を加工して作成

②

①



資料２－５令和７年度渇水期における各務原市PFOS/PFOAにかかる継続モニタリングの河川等調査結果

〇 この図は、岐阜県及び各務原市で行った河川等調査結果を基に作成したものです。

地下水調査を実施した範囲を通過する河川３地点、水路１４地点及び用水路１地点で実施（令和８年１月～２月）

河川等調査箇所の
PFOS／PFOAの濃度（ng/L）

400超 河川
300超～400以下 水路
200超～300以下 用水路
100超～200以下
 50超～100以下
　　 　 50以下

凡例

電子地形図25,000（国土地理院）を加工して作成



 

令和８年度井戸水等の継続モニタリングの計画について（案） 
 

１ 目的 

  井戸水等のモニタリングを継続的に行うことで、PFOS／PFOA の水道水質基準項目の基

準値及び要監視項目の指針値（以下「目標値等」という。）を超過した範囲の経時的な変

化を把握する。 

 

２ 継続モニタリング地点 

（１）井戸水 

  令和７年度継続モニタリング井戸（４５地点）に、令和７年度渇水期の継続モニタリン

グで新たに超過が確認された井戸（前渡西町１地点）の周辺井戸（１地点）を加えた４６

地点を継続モニタリング対象とする。 資料３－２参照 

   これまでに目標値等を超過した井戸：１９地点（飲用１３、非飲用 ６） 

   これまでに目標値等以下の井戸  ：２７地点（飲用１４、非飲用１３） 

    ・ 別途、各務原市において市内全域を対象に約９０地点（那加官有地２地点を含

む。３地点は継続モニタリングと重複）の井戸を年１回調査予定（渇水期に実施） 

 

（２）河川・水路 

  令和７年度継続モニタリング河川等（１６地点）に、令和７年度豊水期の継続モニタリ

ングで新たに超過が確認された水路（百曲雨水幹線、楠第１雨水幹線）の上流（百曲雨水

幹線２地点）を加えた１８地点を継続モニタリング対象とする。 資料３－３参照 

 

３ 継続モニタリング頻度 

  井戸水、河川・水路ともに年２回（豊水期、渇水期） 

 

 井戸水の継続モニタリング対象の選定（第２回専門家会議資料抜粋） 

 （１）基本的な考え方 

  ・ 目的を達成するために必要な数・位置の井戸をモニタリング対象として選定 

  ・ 地下水の流向を考慮。特に下流側は幅広に選定 

  ・ 井戸情報（深さ、ストレーナー位置）が判明している井戸を優先して選定 

 （２）暫定目標値を超過した井戸 略 

 （３）暫定目標値以下の井戸 

  ・ 各エリアの地下水流向を考慮したうえで、井戸情報が判明している井戸を優先

して選定 

  ・ 地下水流向には不確実性が伴うことから、特に下流側は幅広に選定 

    近隣に優先井戸がない場合は、井戸情報がない井戸を選定 
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資料３－２各務原市PFOS/PFOAにかかる令和８年度継続モニタリング計画（地下水）（案）

※ メッシュデータは国土交通省の３次メッシュ１／１０線分区画（１００ｍメッシュ）を使用しています。

継続モニタリング井戸があるメッシュ（暫定目標値超過） 全１８メッシュ 井戸１９本

継続モニタリング井戸があるメッシュ（暫定目標値以下） 全２６メッシュ 井戸２６本

追加モニタリング井戸があるメッシュ（暫定目標値以下） 全 １メッシュ 井戸 １本

水道事業者によるモニタリング井戸があるメッシュ（暫定目標値超過） 全１０メッシュ 井戸１１本

水道事業者によるモニタリング井戸があるメッシュ（暫定目標値以下） 全 ２メッシュ 井戸 ２本

エリア４

エリア３

ｚ
エリア２

エリア１

電子地形図25,000（国土地理院）を加工して作成

検討エリア



資料３－３各務原市PFOS/PFOAにかかる令和８年度継続モニタリング計画（河川等）（案）

河川等継続モニタリング地点

河川

水路

用水路

電子地形図25,000（国土地理院）を加工して作成



PFAS 使用・保管実績のアンケート調査結果について 

 

１ 調査対象 

  周辺地下水調査の実施範囲内の大字
おおあざ

に所在する以下の事業場（３５１事業場） 

  １）民間事業場（２８６事業場） 

   ・ 公害関係法令（水質汚濁防止法、県公害防止条例・（水質））に係る特定事業場 

２１４事業場 

    市 HP の公表データ（「ものづくりナビ」、「企業ガイド」）の掲載事業場 

 ７２事業場 

  ２）公共施設（６５施設） 

 

２ 調査方法 

   民間事業場にはアンケートを送付し、ＷＥＢ回答を依頼 

   公共施設には、県 市から照会文書を発出し、回答を依頼 

○設問項目 

 Ｑ１：有機フッ素化合物（PFAS）を含む薬品注１を使用又は保管していたこと

はありますか 

    注１ 有機フッ素化合物（PFAS）を含む薬品には、PFOS、PFOA、PFHxS，C4、

C6、C8、フルオロ～と表記されている場合があります。 

Ｑ２：：： 有機フッ素化合物（PFAS）を含有していません」等注２の記載のある薬

品を使用又は保管していたことはありますか 

    注２ ・「有機フッ素化合物（PFAS）を含有していません」等には、「有機フ

ッ素化合物（PFAS）フリー」又は「有機フッ素化合物（PFAS）代替」

という記載のある薬品を含みます。 

 

３ 回答結果等 （令和８年７月３０日時点） 

（１）回答率 ６７．０％ 

   アンケートを送付した３５１事業場※のうち２３５事業場より回答あり 

    ※前回の専門家会議以降、新たな調査対象は１３事業場 

     うち、７事業場より回答あり 

（２）回答結果 

Ｑ１＼Ｑ２ はい わからない いいえ 計 

はい ３（０） １（０） ２（１） ６（１） 

わからない ２※（０） １４（２） ０（０） １６（２） 

いいえ １（０） ２（１） ２１０（３） ２１３（４） 

計 ６（０） １７（３） ２１２（４） ２３５（７） 

    ※調査対象外の１事業場を含む。 

    （・）の内の数値は、新たに調査対象となった事業場のうち、回答があった事業場 

資料４－１ 



 

PFAS 使用・保管実績のヒアリング調査状況について 

 

１ 調査対象 

  PFAS 使用・保管実績のアンケート調査の結果において、PFAS 及びその代替品を含

む薬品の使用・保管をしていたことがあるかとの問いに対し、「はい」「わからない」

と回答した 25事業場のうち、調査対象外の１事業場を除いた 24 事業場を対象 

 

２ 調査状況 

  県及び各務原市により聞き取り調査を実施中 

 

３ ヒアリング項目 

  代替品を含む PFAS の使用・保管状況、使用目的、環境への排出状況 

 

４ 現時点までのヒアリング調査結果 

 ○ アンケート調査において、代替品を含む PFAS の使用・保管の有無について、

「はい」「わからない」と回答した事業場  ２４事業場（前回報告２０事業場） 

 

  このうち 

  ・ 現時点で、PFOS、PFOA の保管がある事業場 

 ４事業場（前回報告 ２事業場） 

  ・・ 現時点で、PFOS、PFOA の保管はないが、過去に使用又は保管があったことが

確認された事業場   ・・・・・        ２事業場 

  ・ 現時点で、代替品の保管があり、過去に PFOS、PFOA の使用又は保管があっ

たか不明な事業場            ２事業場 

  

〇 ヒアリングの過程で、過去に泡消火剤（PFOS、PFOA の含有は不明）が使用され

たことが判明した場所           １ヶ所 

 

なお、過去に PFOS、PFOA の環境中への排出が確認された事業場等は、現時点であり

ません。 

ヒアリング調査の終了後に改めて結果をお示しします。 

資料４－２ 


